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Alpha―fetoprotein産生 IIc tt IIa型早期胃癌の 1例

厚生連周東総合病院外科

森景 則 保  松 井 則 親  守 田 知 明

原田 幹 彦  兼 行 俊 博

Alpha‐fetoprotein(以下,AFPと 略記)産生早期胃癌の 1例 を経験 したので報告する。症例は59歳

の男性で, 自覚症状はなく胃集団検診で異常を指摘され来院した。胃内視鏡 ・胃X線 検査所見より体

上部前壁の IIc tt IIa型早期胃癌 と診断した。術前 AFP値 は53.1■g/mlと 高値であったが,他の諸検査

で異常はなく噴門側胃切除を施行 した。病変の大きさは1 5Xl.2cm大 で,肉眼的に TINOPO HO,surgi‐

cal stage grouping laであった。術前高値であった AFP値 は術後には8 4ng/mlと正常に復 した。病

理組織学的には中分化型管状腺癌,深達度 smで リンパ節転移はなく,抗 AFP抗 体染色により腫瘍細

胞内に AFPの 局在を認めた。術後 1年 4か 月経過 した現在,AFP値 の上昇なく無再発生存中である。

以上 AFP産 生早期胃癌の 1例 を報告するとともに, 自験例を含む13421の本邦報告例について臨床

病理学的特徴を考察 した。
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Table 1 Laboratory data on admissionはじめに

近年,alpha‐fetoprotein(以下,AFPと 略記)産 生

胃癌の概念が定着 し報告例も増加しているが,そ のほ

とんどが進行癌であ り早期癌の報告はまれである。

今回我々は AFP産 生早期胃癌の 1例 を経験 したの

で,若 千の文献的考察を加え報告する。

症  例

患者 :59歳,男 性

主訴 :特になし.

既往歴 !平成 2年 に下顎骨肉腫で手術を受け,そ の

頃より慢性甲状腺炎で内服治療中.

家族歴 :特記すべきことなし.

現病歴 t平成 3年 12月に胃検診で異常を指摘され,

当院受診.胃 内視鏡,生 検の結果胃癌 と診断し,平 成

4年 1月 27日入院となった。

入院時現症 :身長167cm,体 重54 5kg.貧 血,黄 痘

はなく,表 在 リンパ節は触知しなかった。腹部は平坦,

軟で肝,陣 ,腎 ,腫 瘤などは触知 しなかった。

入院時検査成績 i血液生化学校査で異常は認めず,

甲状腺機能は正常であった。腫瘍マーカーは CEA 6.8

ng/ml,AFP 53.lng/mlと 上昇していた (Table l).

上部消化管造影 X線 検査 :立位充盈,仰臥位二重造
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AFP 53 1ng/dl

影では異常所見なく,腹 臥位二重造影で体上部前壁に

浅い陥凹 とその辺縁の一部に小隆起性病変を認めた

(Fig。 1).

胃内視鏡検査 :体上部前壁に濃赤色の発赤斑を有す

浅い陥凹を認め,そ の口側辺縁では microcOnvergen,

cy,肛 側には小隆起性病変がみられた(Fig.2).生 検

組織像で腺癌が証明された。

なお腹部超音波検査,腹 部 CT検 査,注 腸造影 X線

検査では異常を認めなかった。以上より体上部前壁の

IIc tt IIa型早期胃癌 と診断し,平 成 4年 2月 17日手術

を施行した.

手術所見 :上腹部正中切開にて開腹 した。触診で体

上部前壁に小指頭大の硬結を触れたが衆膜面は intact
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Fig. 1 Upper gastrointestinal X-ray findings with

double contrast study shows a shallow depression

and a slightly elevated lesion on the anterior wall

of the upper gastric body. (arrow)

Fig. 2 Endoscopic examination shows a shallow

depresion on the anterior wall of the upper gas-

tric body. The anal side shows a slightly elevated
lesion.

であ り,術 中迅速病理組織検査で No4dリ ンパ節への

転移がないことを確認し,噴 門倶l胃切除術,D2リ ンパ

節郭清を行った。胃癌取扱い規約(第12版)1)上Tl,N。,

PO,H。,surgical stage grouping laであった。

切除標本肉眼所見 !体上部前壁に,大 きさ1.5×12

cmの IIc tt IIa病変を認めた.OW(一 ),AW(一 )で

あった (Fig.3),

病理組織学的所見 :病理組織学的には中分化型管状

腺癌で,IIc部 分は深達度 m,IIa部 分はsmで あ り

(Fig.4A,B),粘 膜下層約1/2の深 さまで比較的膨張

性 に腫瘍細胞 の増殖 が認め られ た。Intermediate

type,INFγ ,lyl,vl,n(一 )で あった (Fig.5A).

酵素抗体法によるAFP染 色を施行 した ところ,腫 瘍
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Fig. 3 Resected specimen of the stomach shows

early cancer of type IIc*Ila on the anterior wall

of the upper gastric body.

Fig. 4 Resected specimen opened along the
greater curvature (A). Schema of the resected

specimen (B).

細胞内にAF Pの 局在が証明された (F i g . 5 B )。また,

同時に CE A染 色 も施行 し,C E Aの 局在 も証明され

亨(1.

術後は特に合併症なく経過し,術 前53.lng/mlと上
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昇 していた血清 AFP値 も術後 1か 月に8 4ng/mlと

低下し,ま た血清 CEA値 も3.4ng/mlと低下 し,と も

に正常に復 した。術後14日目よりDoxinuridine 600

mg/日 を投与中であるが,術 後 1年 4か 月経過 した現

在,AFP値 の上昇なく無再発生存中である,

考  察

1970年Bourrelleら1いにより初めて血清 AFP値 が

高値を示す胃癌が報告された。 さ らに近年では,免 疫

組織学的に胃癌細胞内に AFPの 局在が証明されるよ

うになり11),AFP産生胃癌 としての概念が定着 し報告

4/1も増加 してきた。胃癌症例におけるAFP産 生胃癌

の頻度は諸家の報告によると1.2%～ 3.9%1幼
～1りでぁ

るが,そ のほとんどは進行癌であ り早期癌症例はまれ

で,検 索 しえたかぎ り本邦においては12例にす ぎな

かった (Table 2)。今回, 自験f/1を加えた13例につい

て検討 した。

手術時の年齢は40歳代 24/11,50歳代 4例 ,60歳 代 5

例,70歳代 2例 と50歳代,60歳代に多 く,平均年齢60.8

歳であった。また男性104//1,女性 3例 と男性が多かっ

た。

占居部位については,AFP産 生進行胃癌が A領 域

に多い1。15)のと同様に,早 期癌においても記載が明ら

かな11例中 A領 域が 7例 と多 く,C領 域 3例 ,M領 域

1例であった,

肉眼型では進行癌 において 2型 お よび 3型 が多

ぃ1,16)と報告されているが,早 期癌においても11例中

Fig. 5 Histopathological findings show moderate-
ly differentiated adenocarcinoma (A). Immuno-
histochemical f indings show AFP which are
strongly stained positively in the tumor cells (B).

pap : Papillary adenocarcinoma

tub, : Well differentiated tubullar adenocarcinoma

tubz : Moderately differentiated tubullar adenocarcinoma
por : Poorly differentiated adenocarcinama

幅

Table 2 Reported cases of AFP-producing early gastric cancer in Japanese literature
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2y31■  alive

l y 2n  died

10m alive

l y41■  alive
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7例 が IIa tt IIc型であ り,他 は I型,IIa型 ,IIc型 ,

自験例の IIc tt IIa型がそれぞれ 14/1であった。深達度

は全例 smで ,m癌 の報告例は 1例 もなかった。

AFP産 生胃癌の組織型については低分化腺癌に多

いという報告が多い1の1ゆ.AFP産 生早期胃癌において

も,組 織型の記載のあった12例中低分化腺癌が 7471,

中分化型管状腺癌が 3 all,高分化型管状腺癌,乳 頭腺

癌がおのおの 1夕」で,低 分化腺癌が多かった。また,

間質反応に注 目するとAFP産 生胃癌は髄様増殖を示

すものが多いと高橋 ら1命が指摘しているように,間 質

反応の判明している104/1中7例 が medullary typeを

呈 し,scirrhous typeは1例 もなかった。自験例は

intermediate typeであった。

AFP産 生胃癌は リンパ節転移しやす く,静 脈,リ ン

パ管侵襲が強いとされている.すなわち,小松ら1いは原

発巣 とリンパ節転移巣を AFP免 疫染色し,染 色陽性

領域の割合を比較し,そ の害」合が転移巣で高いことよ

りAFP産 生細胞が リンパ節転移 しやすいと述べてい

る。今回集計の早期癌では リンパ節転移の記載のあっ

た11夕J中54/1がnl(十 )で あった。これは早期癌 とし

ては極めて頻度が高 く,AFP産 生胃癌の リンパ節転移

しやすさを示唆するものと考えられる。

AFP産 生胃癌の特徴の一つ として肝転移が高率に

認められることが従来から指摘されている.今 回集計

した13例についても同様の傾向を示 し,早 期癌にもか

かわらず13例中 5例 に術中あるいは術後に肝転移が認

められている。

血清 AFP値 に関しては,21 2ng/ml～10,000ng/ml

以上 とばらつきが大きく,血 清 AFP値 と術前肝転移

の有無とは関係ないようである。 し かし,肝 転移陽性

例では陰性例に比較 して血清 AFP値 がより高値を示

す15)1いとぃう報告が多い。

血 清 A F P 値 の変 動 は腫 瘍 の 消 長 に よ く相 関

し1り】め,エ コー,CTな どで肝転移再発が認められる以

前に,AFP値 の再上昇が認められる4〃).このことは術

後経過を観察 してい く上で血清 AFP値 を経時的に涙」

定することの重要性を示す とともに,胃 切除後に血清

AFP値 の低下を認めない場合にはmicrometastasis

の可能性を考慮 しなければならないことを示唆してい

ると考えられる。したがって,術後血清 AFP値 の再上

昇あるいは術後血清 AFP値 の低下 しない症例では,

画像診断で癌巣が発見されなくとも早期に化学療法を

積極的に施行する必要があると思われる。

AFP産 生早期胃癌は早期癌 といえども予後は不良
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である. したがって,予 後を大 きく左右する肝転移に

対 して厳重な経過観察および早期の対応が重要である

と考えられる。

稿を終えるにあたり,御 指導ならびに御校閲を賜った山

口大学外科学第 1教室の江里健輔教授に深謝致します.

本論文の要旨は第59回日本消化器病学会中国四国支部例

会にて発表した。
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